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弁護士　琴浦 諒

現地取引先と契約を締結する際に留意
しておくべき事項について、解説する。

連
載  
海
外
事
業
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
─
─

イ
ン
ド
進
出
に
お
け
る

法
務
の
基
礎
知
識

第�回
取引先との契約の締結

〈
前
号
か
ら
続
く
〉

現
地
拠
点
設
立
後
の

法
務
上
の
留
意
点

6
　

一
般
に
、イ
ン
ド
に
駐
在
員
事
務
所
、

支
店
、
現
地
法
人
等
を
設
立
し
た
後
、

特
に
法
務
面
で
対
応
が
必
要
と
な
る
と

思
わ
れ
る
事
項
は
、

⒜
　
取
引
先
と
の
各
種
契
約
の
締
結

⒝�

　
雇
用
契
約
の
締
結
、
就
業
規
則
の

制
定
等
の
雇
用
関
係
の
整
備

で
あ
る
。

　

⒜
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
の
法
体
系

や
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
と

な
る
た
め
、
背
景
を
含
め
て
概
要
を
解

説
す
る
。

　

⒝
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
イ
ン
ド
労

働
法
の
概
要
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
雇
用
関
係
を
整
備

す
べ
き
か
に
つ
き
解
説
す
る
。

（
１
）
取
引
先
と
の
契
約
締
結
の
際
の

留
意
点

　

イ
ン
ド
に
お
い
て
、
設
立
し
た
現
地

拠
点
が
、
仕
入
先
や
販
売
先
等
の
取
引

先
イ
ン
ド
企
業
と
契
約
を
締
結
す
る
際

の
留
意
点
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

（
図
表
参
照
）。

①　

契
約
の
言
語

　

イ
ン
ド
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
言
語
と
し

て
は
専
ら
英
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

イ
ン
ド
企
業
と
の
間
で
契
約
を
締
結
す

る
場
合
の
言
語
は
、
英
語
で
あ
る
こ
と

が
通
常
で
あ
る
（
注
）。

　

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
国
に
よ
っ
て
は

現
地
語
で
の
契
約
や
許
認
可
申
請
等
を

要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
現
地
語
に
慣
れ
な
い
日
本
企
業
に
と

っ
て
多
大
な
困
難
と
な
る
こ
と
が
あ
る

が
、
イ
ン
ド
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
な

言
語
面
で
の
障
害
は
、
少
な
く
と
も
ビ

ジ
ネ
ス
面
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
言
え
る
。

②　

契
約
の
体
裁

　

イ
ン
ド
は
一
九
四
七
年
の
独
立
に
至

る
ま
で
、
長
期
に
わ
た
る
英
国
に
よ
る

植
民
地
支
配
を
経
た
と
い
う
歴
史
的
沿

革
か
ら
、
英
国
の
統
治
制
度
、
法
体
系

を
多
く
導
入
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
英

米
法
の
コ
モ
ン
ロ
ー
（com

m
on law

）

の
法
体
系
を
採
用
し
て
い
る
。
も
っ
と

（注）�インド政府は英語を公用語の1つとして指定しており、法令や
ウェブサイト等も基本的にすべて英語で記載されている。
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インド進出における法務の基礎知識
ことうら・りょう　�2002年京都大学法学部卒業。2003年弁
護士登録、アンダーソン・毛利・友常法律事務所入所。2009
年コロンビア大学ロースクールLL.M。2010年ニューヨーク州
弁護士登録。インド現地の法律事務所での勤務経験を生かし、
日本企業によるインドへの進出、現地企業買収、契約締結、労務
管理、知的財産権管理等に関するアドバイスを多数行っている。

釈
と
い
っ
た
主
張
は
認
め
ら
れ
に
く
い

傾
向
に
あ
る
。

　

イ
ン
ド
は
英
米
式
の
契
約
社
会
で
あ

り
、
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
契
約
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
、
契
約
に
は
履
行
さ
れ

る
べ
き
事
項
や
契
約
不
履
行
の
場
合
の

対
応
な
ど
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
る
。
英

国
、
米
国
と
同
様
、
イ
ン
ド
で
も
契
約

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
項
は
、
基
本

的
に
契
約
内
容
の
範
囲
外
と
み
な
さ
れ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
取

引
先
と
契
約
を
締
結
す
る
場
合
、
英
国

や
米
国
の
企
業
と
契
約
を
締
結
す
る
感

覚
で
、
詳
細
な
契
約
書
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
る
。
日
本
企
業
は
イ
ン
ド
で
も

日
本
で
の
契
約
の
感
覚
で
、
非
常
に
短

い
契
約
書
（
日
本
で
使
用
し
て
い
る
契

約
フ
ォ
ー
ム
を
英
訳
し
た
も
の
等
）
で

取
引
相
手
と
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
リ

ス
ク
の
高
い
行
為
で
あ
る
。

③　

準
拠
法

　

イ
ン
ド
に
は
、
歴
史
的
な
沿
革
か
ら

英
国
の
法
令
が
多
く
輸
入
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
他
の
ア
ジ
ア
の
多
く
の
開
発

途
上
国
と
異
な
り
、
法
整
備
状
況
は
良

好
と
言
え
る
。
日
本
を
含
む
先
進
国
に

見
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
法
令
は
イ
ン
ド

に
も
あ
り
、
ま
た
判
例
の
集
積
も
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
ア
ジ
ア
諸

国
の
よ
う
に
法
自
体
の
未
整
備
に
よ
り

問
題
が
生
じ
る
と
い
う
事
態
は
イ
ン
ド

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
ま
た
法
令
が

英
国
法
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
、
法
令

の
内
容
自
体
が
不
合
理
で
あ
る
な
ど
の

問
題
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
企
業
と
の
取
引

の
際
に
、
準
拠
法
を
イ
ン
ド
法
と
し
た

と
し
て
も
、
通
常
、
そ
の
こ
と
自
体
に

よ
っ
て
日
本
企
業
に
大
き
な
不
利
益
が

生
じ
る
こ
と
は
な
い
。

　

前
述
の
と
お
り
、
法
令
の
未
整
備
や

法
令
の
内
容
自
体
が
不
合
理
で
あ
る
等

の
問
題
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
日
本
企
業
の
現
地
事
業
拠
点
と
取

引
先
イ
ン
ド
企
業
と
の
間
の
契
約
は
イ

ン
ド
国
内
の
取
引
と
な
る
こ
と
か
ら
、

契
約
の
準
拠
法
は
イ
ン
ド
法
が
選
択
さ

れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。

　

一
般
的
な
契
約
交
渉
に
お
い
て
は
、

準
拠
法
に
つ
い
て
は
日
本
側
が
イ
ン
ド

法
で
合
意
す
る
代
わ
り
に
、
後
述
の
紛

争
解
決
方
法
を
第
三
国
仲
裁
等
の
日
本

側
が
希
望
す
る
方
法
で
、
イ
ン
ド
側
に

合
意
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。

④　

紛
争
解
決
方
法

　

日
本
企
業
の
現
地
事
業
拠
点
が
取
引

先
イ
ン
ド
企
業
と
契
約
を
締
結
す
る
場

合
で
あ
っ
て
も
（
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ド

も
、
重
要
な
法
令
は
基
本
的
に
す
べ
て

成
文
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
判
例
や
慣

習
は
、
法
令
の
解
釈
に
お
い
て
考
慮
さ

れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

　

英
米
法
の
書
面
主
義
の
考
え
方
か
ら
、

日
本
法
と
比
べ
て
も
、
よ
り
契
約
書
の

文
言
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
黙

示
の
合
意
や
当
事
者
の
合
理
的
意
思
解

国
内
の
取
引
で
あ
っ
て
も
）、
紛
争
解

決
方
法
を
「
イ
ン
ド
国
内
で
の
裁
判
」

と
し
て
合
意
す
る
こ
と
は
、
可
能
な
限

り
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
司
法
制
度
そ
れ
自
体
は
、

英
国
に
範
を
取
っ
た
公
正
な
も
の
で
あ

り
、特
に
高
等
裁
判
所
（H

igh Court

）

以
上
の
裁
判
所
で
は
、
外
国
企
業
に
対

し
て
も
公
平
な
裁
判
が
期
待
で
き
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
中
に
は
、
裁
判
官
の
汚

職
、
腐
敗
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
裁
判
自

体
が
公
正
で
あ
る
こ
と
を
期
待
で
き
な

い
国
も
あ
る
が
、
イ
ン
ド
は
そ
の
よ
う

な
問
題
は
少
な
い
国
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
構
造
的
な
問
題
と

し
て
、
イ
ン
ド
の
裁
判
は
、
訴
訟
件
数

の
多
さ
と
裁
判
官
の
不
足
か
ら
未
済
滞

留
案
件
が
多
数
に
上
っ
て
お
り
、
解
決

ま
で
に
極
め
て
時
間
の
か
か
る
制
度
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
一
審
だ
け

で
も
結
審
ま
で
の
期
間
は
五
年
を
超
え

る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
さ
ら
に
控
訴
、

上
告
が
な
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
期
間
が

二
〇
年
以
上
に
及
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

珍
し
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
長
期
の
裁

判
に
伴
う
手
間
、
費
用
の
負
担
は
非
常

に
大
き
く
、
こ
れ
を
避
け
る
と
い
う
見

地
か
ら
、
イ
ン
ド
国
内
で
の
裁
判
を
紛

争
解
決
方
法
と
し
て
合
意
す
る
こ
と
は

避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

図表　インド企業と契約を締結する場合のポイント

契約の言語 英語
契約の体裁 英米法式の詳細な契約書
準拠法 インド法でも特段問題なし

紛争解決方法
インド国内での裁判以外（日本または第三国仲
裁）。インド国外での仲裁の場合、インド仲裁法
第一章の適用を排除する規定を設ける

推奨規定条項

・中途解除／不更新条項
・供給停止条項
・競業避止条項

など
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で
き
る
日
本
ま
た
は
第
三
国
で
の
仲
裁

を
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
も
っ

と
も
、
日
本
で
の
仲
裁
は
不
公
平
と
し

て
、
イ
ン
ド
側
が
拒
絶
す
る
こ
と
が
多

い
）。
日
本
も
イ
ン
ド
も
「
外
国
仲
裁
判

断
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
条
約
」

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
）
に
加
盟
し
て

い
る
た
め
、
仲
裁
判
断
は
原
則
と
し
て

相
互
に
承
認
、
執
行
さ
れ
る
。

　

日
本
企
業
（
ま
た
は
そ
の
現
地
事
業

拠
点
）
が
取
引
先
イ
ン
ド
企
業
と
契
約

を
締
結
す
る
場
合
に
最
も
よ
く
選
択
さ

れ
る
紛
争
解
決
方
法
は
、
第
三
国
、
特

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
仲
裁
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
イ
ン
ド
と
同
じ
く
英

米
法
の
法
体
系
の
国
で
あ
る
こ
と
、
公

用
語
が
英
語
で
あ
る
こ
と
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
仲
裁
セ
ン
タ
ー
が
国
際
取
引
の

仲
裁
の
経
験
を
多
数
有
し
て
い
る
こ
と
、

地
理
的
に
日
本
と
イ
ン
ド
の
中
間
地
点

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
主
な
理
由

で
あ
る
。

　

紛
争
解
決
方
法
に
関
す
る
イ
ン
ド
特

有
の
問
題
と
し
て
、
イ
ン
ド
国
外
で
の

仲
裁
を
紛
争
解
決
方
法
と
し
て
合
意
す

る
場
合
、イ
ン
ド
の
仲
裁
法
で
あ
る「
一

九
九
六
年
仲
裁
お
よ
び
調
停
法（A

rbi-
tration and Conciliation A

ct, 1996

）」

の
第
一
章
の
適
用
を
排
除
す
る
旨
、
同

時
に
合
意
す
る
必
要
が
あ
る
点
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
外
国
仲
裁

の
判
断
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
が
明
示

的
に
当
該
仲
裁
に
一
九
九
六
年
仲
裁
お

よ
び
調
停
法
第
一
章
の
適
用
を
排
除
す

る
旨
合
意
し
て
い
な
い
限
り
、
イ
ン
ド

国
内
の
裁
判
所
が
同
法
に
基
づ
い
て
仲

裁
判
断
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
旨

判
示
し
た
イ
ン
ド
最
高
裁
判
決
を
踏
ま

え
た
規
定
で
あ
り
、
外
国
仲
裁
判
断
に

対
す
る
イ
ン
ド
の
裁
判
所
の
干
渉
を
防

ぐ
た
め
の
規
定
で
あ
る
。

　

な
お
「
一
九
九
六
年
仲
裁
お
よ
び
調

停
法
」
の
第
一
章
の
適
用
を
排
除
す
る

旨
の
文
言
に
は
、
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
完
全
に
排
除
す
る

文
言
も
あ
れ
ば
、
裁
判
所
に
対
す
る
仲

裁
前
の
保
全
申
立
て
に
関
す
る
規
定（
同

法
９
条
な
ど
）
を
排
除
対
象
か
ら
除
外

す
る
文
言
も
あ
る
。

　

保
全
申
立
て
に
関
す
る
規
定
を
排
除

対
象
か
ら
除
外
し
た
場
合
、
イ
ン
ド
に

お
い
て
保
全
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
仲
裁
提
起
前
に
相
手
方
イ

ン
ド
企
業
の
資
産
保
全
等
を
行
う
こ
と

も
可
能
と
な
る
が
、
そ
の
反
面
、
せ
っ

か
く
外
国
仲
裁
を
紛
争
解
決
方
法
と
し

て
合
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン

ド
企
業
側
か
ら
保
全
申
立
て
を
口
実
に

イ
ン
ド
国
内
で
裁
判
を
提
起
さ
れ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
も
高
ま
る
た
め
、
保
全
申

立
て
に
関
す
る
規
定
を
排
除
対
象
か
ら

除
外
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重

な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

⑤�　

イ
ン
ド
企
業
と
の
契
約
に
規
定
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
主
な
条
項

⒤　

中
途
解
除
／
不
更
新
条
項

　

イ
ン
ド
に
は
、
日
本
の
よ
う
に
、
一

定
期
間
継
続
し
た
契
約
の
解
除
を
制
限

す
る
法
令
や
判
例
法
理
等
は
存
在
せ
ず
、

供
給
契
約
や
代
理
店
契
約
の
契
約
期
間

中
の
中
途
解
除
（
ま
た
は
期
間
満
了
後

の
契
約
不
更
新
）
が
認
め
ら
れ
る
か
ど

　

ま
た
、
イ
ン
ド
で
の
裁
判
を
回
避
す

べ
き
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
イ
ン

ド
人
の
「
訴
訟
好
き
」
な
国
民
性
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
イ
ン
ド
は
英
米
法

の
法
体
系
を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の

英
米
法
的
な
考
え
方
か
ら
、
イ
ン
ド
人

は
日
本
人
と
比
べ
て
訴
訟
に
対
す
る
抵

抗
感
が
薄
く
、
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す

る
と
訴
訟
を
起
こ
す
ま
で
も
な
い
よ
う

な
事
案
に
つ
い
て
も
訴
訟
を
提
起
し
て

く
る
こ
と
が
あ
る
。

「
イ
ン
ド
国
内
で
の
裁
判
」
は
、（
第
三

国
で
の
仲
裁
等
と
比
べ
て
）
イ
ン
ド
人

に
と
っ
て
訴
訟
提
起
の
ハ
ー
ド
ル
が
低

い
た
め
、契
約
で
紛
争
解
決
方
法
を「
イ

ン
ド
で
の
裁
判
」
と
合
意
し
た
場
合
、

簡
単
に
訴
訟
を
提
起
さ
れ
、
長
期
の
訴

訟
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　

他
方
、
紛
争
解
決
方
法
を
「
日
本
で

の
裁
判
」
と
す
る
こ
と
に
も
リ
ス
ク
が

伴
う
。
日
本
と
イ
ン
ド
の
間
で
は
、
過

去
に
裁
判
判
決
の
相
互
承
認
を
行
っ
た

例
が
な
い
た
め
、
日
本
の
裁
判
で
イ
ン

ド
企
業
相
手
に
勝
訴
判
決
を
得
た
と
し

て
も
、
イ
ン
ド
国
内
で
の
執
行
が
認
め

ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
紛
争
解
決
方
法
と

し
て
は
、
比
較
的
迅
速
な
解
決
が
期
待
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等
の
契
約
上
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

ⅱ　

供
給
停
止
条
項

　

日
本
側
が
イ
ン
ド
側
に
物
や
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
を
行
う
契
約
に
お
い
て
は
、

相
手
方
に
債
務
不
履
行
（
特
に
代
金
の

支
払
義
務
の
不
履
行
）
が
あ
っ
た
場
合

に
、
日
本
側
が
即
時
に
供
給
を
停
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
契
約
に

設
け
て
お
く
こ
と
が
、
債
権
回
収
の
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
企
業
、
特
に
中
小
企
業
の
場

合
に
は
、
支
払
い
が
遅
延
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
く
、
ま
た
合
理
的
な
理
由
な

く
支
払
い
を
拒
絶
し
て
く
る
こ
と
が
あ

る
。
他
方
で
、
イ
ン
ド
で
は
外
国
企
業

が
担
保
を
取
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た

仮
に
担
保
が
取
れ
た
と
し
て
も
、
裁
判

や
仲
裁
に
非
常
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

う
か
は
、
契
約
に
そ
の
旨
が
明
示
的
に

規
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
る（
逆

に
言
え
ば
、
契
約
に
中
途
解
約
条
項
に

関
す
る
規
定
が
な
く
、
ま
た
契
約
期
間

の
定
め
が
な
い
場
合
に
は
、
相
手
方
が

契
約
の
合
意
解
除
に
任
意
で
応
じ
な
い

限
り
は
、
契
約
は
継
続
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
）。

　

特
に
代
理
店
契
約
な
ど
、
イ
ン
ド
企

業
側
に
一
定
の
権
利
を
与
え
る
契
約
の

場
合
、
日
本
企
業
と
イ
ン
ド
企
業
の
利

害
が
深
刻
に
衝
突
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

契
約
に
明
確
な
規
定
が
な
い
場
合
（
ま

た
、
規
定
が
あ
っ
て
も
）、
訴
訟
に
発
展

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
自
体
を

解
除
し
、
ま
た
は
終
了
さ
せ
る
契
約
上

の
権
利
を
日
本
企
業
側
が
確
保
し
て
お

く
こ
と
は
極
め
て
重
要
と
な
る
。

　

一
般
に
、中
途
解
除
条
項
と
し
て
は
、

一
定
期
間
（「
三
カ
月
」
な
ど
）
前
の
書

面
で
の
通
知
に
よ
り
、
い
つ
で
も
契
約

が
解
除
で
き
る
と
す
る
条
項
が
規
定
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
契
約
不
更

新
に
よ
る
終
了
の
可
能
性
を
確
保
し
て

お
き
た
い
場
合
、

⒜
　
契
約
に
有
効
期
間
を
設
け
る

⒝
　
契
約
を
自
動
更
新
と
は
し
な
い

⒞�

　
両
当
事
者
と
も
に
契
約
の
更
新
義

務
を
負
わ
な
い
旨
を
明
記
す
る

ま
た
そ
れ
ら
の
手
続
き
に
お
い
て
勝
訴

判
決
を
得
た
と
し
て
も
執
行
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
支
払
い
を
遅
延
し
、

拒
絶
す
る
イ
ン
ド
企
業
か
ら
、
強
制
的

に
債
権
を
回
収
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

　

前
記
状
況
を
踏
ま
え
、
支
払
い
を
遅

延
し
、
ま
た
は
拒
絶
し
た
場
合
に
、
即

時
に
供
給
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

条
項
を
契
約
中
に
規
定
し
て
お
く
こ
と

で
、
相
手
方
が
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
す
る
こ
と
が
、
イ
ン
ド
に
お
け

る
有
効
な
債
権
回
収
確
保
の
手
段
と
な

り
う
る
。

ⅲ　

競
業
避
止
条
項

　
（non-com

pete clause

）

　

日
本
企
業
が
イ
ン
ド
企
業
と
代
理
店

契
約
を
締
結
す
る
場
合
、
イ
ン
ド
側
代

理
店
に
よ
る
日
本
側
へ
の
競
業
避
止
義

務
を
課
す
競
業
避
止
条
項
が
規
定
さ
れ

る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
た
だ
し
、
イ

ン
ド
で
は
、
契
約
期
間
中
の
競
業
避
止

義
務
を
定
め
る
規
定
は
有
効
と
さ
れ
る

も
の
の
、
契
約
期
間
終
了
後
の
競
業
避

止
義
務
を
定
め
る
規
定
は
、
原
則
と
し

て
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
契
約
法
で
あ
る
一
八
七
二

年
契
約
法
（Contract A

ct, 1872

）
の

27
条
は
、
適
法
な
事
業
や
取
引
を
制
限

す
る
よ
う
な
規
定
は
無
効
で
あ
る
旨
規

定
し
て
い
る
。
同
条
の
解
釈
と
し
て
、

イ
ン
ド
の
判
例
で
は
「
契
約
期
間
中
の

競
業
避
止
義
務
は
有
効
」、「
契
約
期
間

終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
は
原
則
無
効
」

と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
イ
ン
ド
側
代

理
店
に
、
契
約
終
了
後
一
定
期
間
の
競

業
避
止
義
務
を
課
す
よ
う
な
条
項
は
無

効
と
な
る
。
ま
た
、
雇
用
契
約
に
お
い

て
、
役
員
や
従
業
員
に
退
職
後
の
競
業

避
止
義
務
を
課
す
こ
と
な
ど
も
無
効
と

さ
れ
る
。

　

な
お
、
契
約
期
間
終
了
後
の
競
業
避

止
義
務
の
規
定
は
、
前
述
の
と
お
り
無

効
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
規

定
を
設
け
る
こ
と
自
体
が
違
法
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
無
効
で

あ
る
こ
と
を
承
知
し
つ
つ
も
、
心
理
的

な
拘
束
力
を
期
待
し
て
、
あ
え
て
契
約

終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
の
規
定
を
設

け
る
こ
と
も
、
実
務
上
多
く
行
わ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
規
定
自
体
が
法
的
に

無
効
で
あ
る
以
上
、
例
え
ば
前
記
の
例

で
イ
ン
ド
側
代
理
店
（
元
代
理
店
）
が

契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
に
違
反

し
て
、
契
約
終
了
後
に
競
業
行
為
を
行

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
契
約

違
反
を
主
張
し
て
損
害
賠
償
等
の
請
求

を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


